
藤田医科大学 岡崎医療センター

主催

2026年4月21日(火) 19:00～20:00

下記URLまたはQRコードよりご視聴いただけます。 ※事前申し込み不要

当日ご視聴できない方は下記URLまたはQRｺｰﾄﾞから事前にウェビナー登録をいただきましたら、

後日限定配信用のメールをお送りいたします。皆様のご参加お待ちしております。

https://qr.paps.jp/vFI9v

藤田医科大学岡崎医療センター 地域医療連携部 医療連携室

TEL : 0564-64-8200 FAX : 0564-64-8194

Email : hp4renkei@fujita-hu.ac.jp

第61回 地域医療支援研修会

視聴用QRコード 視聴用URL

お問い合わせ先

●資 格
日本病理学会専門医・指導医
日本臨床細胞学会専門医
死体解剖資格

Zoom
による

WEB開催

参加方法

※4月より開催時間が変更となります

●略 歴
1996年 佐賀県私立東明館高等学校卒業
2002年 佐賀医科大学医部医学科卒業
2009年 佐賀大学医学部病院病態科学講座臨床病態病理学分野 助教
2013年 佐賀大学大学院医学系研究科博士課程修了
2014年 秋田大学大学院医学系研究科分子病態学・腫瘍病態学 助教
2020年 藤田医科大学医学部 病理診断学講座 講師

▽ 講演Ⅱ 19:20～20:00 病理診断科 講師 西島 亜紀

「初期臨床研修医の教育体制について」

▽ 講演Ⅰ 19:00～19:20 臨床研修センター 課長 山田 里恵

●西島 亜紀よりコメント

多くの診療科の先生方が病理診断書に触れる機会はありますが、病理医がどのように診断し、報告書で何を伝え

ようとしているかをご存じの方は意外に少ないかもしれません。本講演では分子病理の進歩を踏まえ、当院の免

疫染色を含む診断体制や採取組織の活用法についてご紹介します。

内科医として6年間勤務後、大学院進学を機に病理へ転向しました。主に実験病理に従事し、2020年より愛知県

へ移り、藤田医科大学で外科病理に専念しております。現在は岡崎市医師会の診断業務にも携わっております。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

「臨床に生かす病理診断書の見方と3病院統合病理体制」
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